
平 和 宣 言 
 

今年もまた、58年前の灼熱
しゃくねつ

地獄を思わせる夏が巡って来ました。被爆者が訴え続けて来た核兵器

や戦争のない世界は遠ざかり、至る所に暗雲が垂れこめています。今にもそれがきのこ雲に変り、

黒い雨が降り出しそうな気配さえあります。 
 

一つには、核兵器をなくすための中心的な国際合意である、核不拡散条約体制が崩壊の危機に瀕
ひん

し

ているからです。核兵器先制使用の可能性を明言し、「使える核兵器」を目指して小型核兵器の研

究を再開するなど、「核兵器は神」であることを奉じる米国の核政策が最大の原因です。 
 
しかし、問題は核兵器だけではありません。国連憲章や日本国憲法さえ存在しないかのような言

動が世を覆い、時代は正に戦後から戦前へと大きく舵
かじ

を切っているからです。また、米英軍主導

のイラク戦争が明らかにしたように、「戦争が平和」だとの主張があたかも真理であるかのように

喧伝
けんでん

されています。しかし、この戦争は、国連査察の継続による平和的解決を望んだ、世界の声

をよそに始められ、罪のない多くの女性や子ども、老人を殺し、自然を破壊し、何十億年も拭
ぬぐ

え

ぬ放射能汚染をもたらしました。開戦の口実だった大量破壊兵器も未
いま

だに見つかっていません。 
 
かつてリンカーン大統領が述べたように「全

すべ

ての人を永遠に騙
だま

すことはできません」。そして今こ

そ、私たちは「暗闇
くらやみ

を消せるのは、暗闇
くらやみ

ではなく光だ」という真実を見つめ直さなくてはなりま

せん。「力の支配」は闇
やみ

、「法の支配」が光です。「報復」という闇
やみ

に対して、「他
ほか

の誰
だれ

にもこんな

思いをさせてはならない」という、被爆者たちの決意から生まれた「和解」の精神は、人類の行

く手を明るく照らす光です。 
 
その光を掲げて、高齢化の目立つ被爆者は米国のブッシュ大統領に広島を訪れるよう呼び掛けて

います。私たちも、ブッシュ大統領、北朝鮮の金総書記をはじめとして、核兵器保有国のリーダ

ーたちが広島を訪れ核戦争の現実を直視するよう強く求めます。何をおいても、彼らに核兵器が

極悪、非道、国際法違反の武器であることを伝えなくてはならないからです。同時に広島・長崎

の実相が世界中により広く伝わり、世界の大学でさらに多くの「広島・長崎講座」が開設される

ことを期待します。 
 
また、核不拡散条約体制を強化するために、広島市は世界の平和市長会議の加盟都市並びに市長

に、核兵器廃絶のための緊急行動を提案します。被爆 60 周年の 2005 年にニューヨークで開かれ

る核不拡散条約再検討会議に世界から多くの都市の代表が集まり、各国政府代表に、核兵器全廃

を目的とする「核兵器禁止条約」締結のための交渉を、国連で始めるよう積極的に働き掛けるた

めです。 
 
同時に、世界中の人々、特に政治家、宗教者、学者、作家、ジャーナリスト、教師、芸術家やス

ポーツ選手など、影響力を持つリーダーの皆さんに呼び掛けます。いささかでも戦争や核兵器を

容認する言辞は弄
ろう

せず、戦争を起こさせないために、また絶対悪である核兵器を使わせず廃絶さ

せるために、日常のレベルで祈り、発言し、行動していこうではありませんか｡ 
 
また「唯一の被爆国」を標榜

ひょうぼう

する日本政府は、国の内外でそれに伴う責任を果さなくてはなりま

せん｡具体的には、「作らせず、持たせず、使わせない」を内容とする新・非核三原則を新たな国

是とした上で、アジア地域の非核地帯化に誠心誠意取り組み、「黒い雨降雨地域」や海外に住む被

爆者も含めて、世界の全
すべ

ての被爆者への援護を充実させるべきです。 
 
58年目の 8月 6日、子どもたちの時代までに、核兵器を廃絶し戦争を起こさない世界を実現する

ため、新たな決意で努力することを誓い、全
すべ

ての原爆犠牲者の御霊
み た ま

に衷心より哀悼の誠を捧
ささ

げま

す。 
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